
仙台市認知症介護研修について 

【平成 28年度研修日程】 

研修名 実施時期（土・日・祝日を除く） 
申込み 

受付期間 
実施機関 

認知症介護基礎研修 

第 1回 講義・演習 9月 28日 
7月 11日～ 

7月 22日 

公益財団法人 

仙台市健康福祉 

事業団 

（介護研修室） 

第 2回 講義・演習 2月 16日 
11月 7日～ 

11月 18日 

認知症介護実践研修 

（実践者研修）  

第 1回 

講義・演習 6月 23日～6月 29日 

（外部実習 1日） 

（職場実習 4週間） 

報告会   8月 24日 

4月 18日～ 

4月 28日 

第 2回 

講義・演習 9月 7日～9月 13日 

（外部実習 1日） 

（職場実習 4週間） 

報告会   11月 17日 

7月 11日～ 

7月 22日 

第 3回 

講義・演習 11月 24日～11月 30日 

（外部実習 1日） 

（職場実習 4週間） 

報告会   1月 31日 

9月 19日～ 

9月 29日 

第 4回 

講義・演習 1月 6日～1月 13日 

（外部実習 1日） 

（職場実習 4週間） 

報告会   3月 14日 

11月 7日～ 

11月 18日 

認知症介護実践研修 

（実践リーダー研修） 
第 1回 

講義・演習 10月 11日～10月 13日

11月 8日～11月 11日 

（外部実習 4日） 

（職場実習 4週間） 

報告会   2月 28日 

7月 11日～ 

8月 5日 

認知症対応型 

サービス事業 

管理者研修 

第 1回 講義・演習 7月 13日・14日 
4月 18日～ 

4月 28日 

第 2回 講義・演習 2月 7日・8日 
11月 7日～ 

11月 18日 

小規模多機能型 

サービス等 

計画作成担当者研修  

第 2回 講義・演習 1月 18日・19日 
11月 7日～ 

11月 18日 

第 1回 講義・演習  9月 14日・15日 
6月 30日～ 

7月 14日 
社会福祉法人宮城県

社会福祉協議会 

（宮城県介護研修セ

ンター） 

認知症対応型 

サービス事業 

開設者研修 

第 1回 講義・演習 10月 3日 
8月 8日～ 

8月 22日 

 

開催要領、カリキュラム、受講申込書については下記 webページからダウンロードできます。 

【公益財団法人仙台市健康福祉事業団（介護研修室）】http://www.senkenhuku.com/介護研修室/ 

【社会福祉法人宮城県社会福祉協議会（宮城県介護研修センター）】http://www.miyagi-sfk.net/kkc/training 

資料１-② 



認知症介護 

指導者養成研修 

認知症介護実践研修 

（実践リーダー研修） 

認知症介護実践研修 

（実践者研修） 

 
【認知症介護研修体系】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症介護基礎研修 

小規模多機能型サービス等

計画作成担当者研修 

認知症対応型サービス事業 

管理者研修 

認知症対応型サービス事業

開設者研修 

認知症介護に携わる者が、その業務を遂行する上で基礎的

な知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につけ、チー

ムアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を

行うことができるようにする 

施設、在宅に関わらず認知症の原因疾患や容態に応じ、本

人やその家族の生活の質の向上を図る対応や技術を修得

する 

ケアチームにおける指導的立場として実践者の知識・技術・

態度を指導する能力及び実践リーダーとしてのチームマネジ

メント能力を修得させる 

認知症介護基礎研修及び認知症介護実践研修を企画・立

案し、講義、演習、実習を担当することができる能力を身に

つけるとともに、介護保険施設・事業者等における介護の質

の改善について指導することができる者を養成する 

指定小規模多機能型居宅介護事業所等

の代表者となる者が、事業を運営してい

く上で必要な「認知症高齢者の基本的な

理解」「認知症高齢者ケアのあり方」「適

切なサービス提供のあり方」などの必要

な知識を身につける 

指定認知症対応型通所介護事業所等の

管理者となる者が、事業所を管理・運営

していく上で必要な「指定基準等の正し

い理解」「職員の労務管理」「適切なサー

ビス提供のあり方」などの必要な知識・技

術を身につける 

指定小規模多機能型居宅介護事業所等

の計画作成担当者となる者が、利用登録

者に関する計画等を適切に作成する上

で必要な「基準の正しい理解」「適切なサ

ービスの提供」「利用計画作成演習」など

の必要な知識・技術を身につける 


